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弎。元史の紀傳に散見せる者︀。


　その他の功臣にして元史の本紀列傳にその名散見したるもの十六七人あり。









一。者︀別ヂエベ。


　太祖︀紀に哲別ヂエベ又は遮別ヂエベと書き、諸︀傳に色色なる文字にて書かれたるは、功臣の第四十七なる別速惕ベストの者︀別ヂエベなり。洪釣の元史譯文證補十八の哲別ヂエベ補傳は、面白く出來たり。









二。巴歹バダイ。


　太祖︀紀に把帶バダイ、木華黎ムカリの傳に拔台バダイ、食貨志歲賜の篇に八荅子バダツとあるは、功臣の第五十五なる巴歹バダイなり。









三。兀哴罕ウリヤンカンの者︀勒篾ヂエルメ。


　太祖︀紀に折里麥ヂエリメ、列傳第八なる忙哥撒兒モンゲサルの傳に兀良罕哲里馬ウリヤンカンヂエリマとあるは、功臣の第九なる兀哴罕ウリヤンカンの者︀勒篾ヂエルメなり。









四。札剌亦兒ヂヤライルの阿兒孩合撒兒アルカイカツサル。


　太祖︀紀の阿里海︀アリハイは、札剌亦兒ヂヤライルの阿兒孩合撒兒アルカイカツサルなるが、功臣の第五なる亦魯該イルガイも、恐らくはその人ならん。









五。巴嚕剌思バルラスの忽必來クビライ。


　太祖︀紀乃蠻ナイマン最後の役に「先遣虎必來フビライ・哲別ヂエベ二人爲前鋒」とある虎必來クビライは、功臣の第八なる巴嚕剌思バルラスの忽必來クビライなり。









六。兀注思篾兒乞惕ウワスメルキトの荅亦兒兀孫ダイルウスン。


　篾里乞メリキ部を平げたる時「其屬帶兒兀孫ダイルウスン獻女迎降」とあるは、兀注思篾兒乞惕ウワスメルキトの荅亦兒兀孫ダイルウスンなるが、功臣の第三十六なる荅亦兒ダイルは、その人なるか疑はし。









七。翁吉喇惕オンギラトの赤古古咧堅チググレゲン。


　德興府の戰に「皇子拖雷トルイ、駙馬赤駒チグ先登拔之」太宗紀八年に駙馬赤苦チク、公主表に「禿滿倫トマンルン公主適赤窟チク駙馬」とあるは、功臣の第八十五なる翁吉喇惕オンギラトの赤古古咧堅チググレゲンなり。









八。塔塔兒タタルの失吉忽禿忽シギフドフ。


　太祖︀十年五月「遺忽都︀忽クドク等、籍中都︀帑藏」、十七年夏、西域主札闌丁ヂヤランヂンを追へる時「忽都︀忽クトク與戰不利、」太宗六年七月「以胡土虎那顏クトフノヤン爲中州斷事官、」七年春「皇子曲出クチユ及胡土虎クトフ代宋」その外諸︀傳に屢見えたる胡都︀虎クトフ、忽都︀虎クドフは、功臣の第十六なる塔塔兒タタルの失吉忽禿忽シギフドフなり。
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